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伝統的踊り

「やっちくれ」を

生徒が体育祭で披露

「広報こうか」のどこかに

忍者たぬきが1人隠れているよ。

隠れた忍者を探して家族や

友達のみんなに自慢しよう。

隠れた忍者を探して！
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無料アプリ
「マチイロ」で
広報こうかを

ご覧いただけます！マチイロ

甲賀市をもっと好きになるアプリ

甲賀市

公共施設はみんなの財産 ーオール甲賀で「これから」を考えますー

甲賀流忍者調査団スペシャルインタビュー
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あい甲賀  いつもの暮らしに「しあわせ」を感じるまち



ワッフル、ジェラート

（成田牧場 ジェラート工房うらら）

チーズケーキ

（のーふ（山田牧場））

最
中
、
パ
イ
饅
頭
な
ど 

 

（
菓
子
長
）

ケーキ、コーヒー（蔵四季）
ゴルフクーポン券  

（タラオカントリークラブ）

ゴルフプレー、宿泊、日帰り入浴  

（ダイヤモンド滋賀）

ゴルフ平日プレー券

（名神栗東カントリー倶楽部）

甲
賀
コ
ー
ラ
、
地
酒
、 

 

地
ビ
ー
ル
な
ど
（
滋
賀
酒
造
）

地
酒 

 

（
美
冨
久
酒
造
）

地
酒
（
藤
本
酒
造
）

地
酒 

 

（
安
井
酒
造
場
）

地
酒 

 

（
リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
な
か
）

地
酒
（
望
月
酒
造
）

地
酒
（
田
中
酒
造
）

信楽焼（松庄）

陶芸体験（まるとく陶器） 信楽焼、陶芸体験（宗陶苑） 信楽焼（信楽くるみ作業所）

宿
泊
、
食
事 

 

（
甲
賀
忍
び
の
宿 

宮
乃
温
泉
）

宿泊、食事  

（大河原温泉 かもしか荘） 宿泊（小川亭）

たぬき味噌、鶏すき、陶芸体験など

（澤善）

コ
ー
ヒ
ー 

 

（
グ
リ
ー
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス 

パ
セ
ィ
ニ
ア
）

も
ち
、
あ
ら
れ
な
ど 

 

（
甲
賀
も
ち
工
房
）

小
麦
パ
ス
タ
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

（
秀
明
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
）

ゆで麺  

（谷野製麺所）

牛肉、コロッケなど

（オカキブラザーズ）

牛肉

（西川精肉店）

牛肉（近江肉 山村）

鶏肉（シガポートリー）

入場券、手裏剣など 

（甲賀の里 忍術村)

忍者グッズ、健保茶（甲賀流忍術屋敷）

忍
者
衣
装 

 

（
丸
越 

む
ら
き
）

朝宮茶（青木園）

土山茶（グリーンティ土山）

土山茶

（しがの茶園整備 新鮮緑クラブ）

朝宮茶、抹茶葛餅

（山本園）

ほうじ茶（マルヨシ近江茶）

米
、
大
豆
、
人
参
ジ
ュ
ー
ス 

 

（
田
中
ア
グ
リ
）

ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
狩
り
、
か
ん
ぴ
ょ
う
な
ど  

（
水
口
テ
ク
ノ
ス
フ
ァ
ー
ム
）

米 
 

（
マ
イ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
）

安
納
芋
、
自
然
薯
な
ど 

 

（
マ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
）

ドレッシング、米

（るシオールファーム）

黒影米うどん

（みのり産業）米（鹿深サービス）

米、茶、空き家巡回管理、墓掃除など

（甲賀農業協同組合）

紫香楽和紙

（ワークセンター紫香楽）

行先板、レールオブジェなど

（信楽高原鐵道）

幼児用木製椅子、つみきなど

（滋賀中央森林組合）

空き家掃除、不用品処分、草刈など 

（住まいリ－）

青
汁
、コ
ラ
ー
ゲ
ン
ド
リ
ン
ク
な
ど

（
日
新
薬
品
工
業
）

かまどご飯体験（畿央不動産）

乗
馬
体
験 

 

（
水
口
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　

ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」。
本
市
で
は
、
平
成
20

年
か
ら
「
あ
い
甲
賀
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
10
月
２
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
市
外
か
ら
１
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た

方
に
、
返
礼
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
に

貢
献
し
た
い
、
愛
着
の
あ
る
地
域
を
応
援
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
形
に
表
す
制
度
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

納
税
と
い
う
言
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
税
金
を
納

め
る
の
で
は
な
く
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
に
対
す
る

寄
付
金
で
あ
り
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一

定
の
範
囲
で
、
所
得
税
・
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
教
育
・
文
化
、
福
祉
、
防
災
、

都
市
基
盤
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
甲
賀
市
が
め
ざ
す
ふ
る
さ
と
納
税

　

本
市
が
め
ざ
す
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
市
の
魅
力
を

全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
甲
賀
市
の
フ
ァ
ン

を
増
や
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
方
に

本
市
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
住
み
や
す
い
本
市
へ
の
移

住
定
住
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
産
品
や
観
光
体
験
プ
ラ
ン
な
ど
を
返
礼

品
と
し
て
お
贈
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
！

◦ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み
と  

寄
付
金
の
カ
ー
ド
決
済
が
可
能
に

　

日
本
最
大
級
の
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
寄
付
を
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

使
っ
て
短
時
間
で
手
続
き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◦
甲
賀
市
な
ら
で
は
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
返
礼
品

　

市
内
事
業
者
53

社
に
賛
同
い
た
だ
き
、
本
市
の
地
場

産
品
や
観
光
体
験
プ
ラ
ン
１
９
９
品
を
返
礼
品
と
し
て

取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
は
趣
向
を
こ
ら
し
て
い
た
だ
き
、
地
場
産
品
だ
け

で
な
く
、
体
験
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
返
礼
品
も
あ
り

ま
す
。
（
Ｐ
２
〜
３
の
写
真
で
返
礼
品
を
種
類
別
に
紹

介
。
敬
称
略
。
）

※
返
礼
品
は
、
市
外
の
方
が
対
象
で
す
。

　
引
き
続
き
地
場
産
品
や

　
観
光
体
験
プ
ラ
ン
等
を
募
集

　

全
国
に
向
け
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
機

会
で
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　　　政策推進課 政策推進係  

　　　 TEL 69-2105　FAX 63-4554
問合せ

で 甲賀市
の魅力

を発信

‾地場
産品が

盛りだく
さん‾

にんじゃえもん ぽんぽこちゃん

市外の人に甲賀市の

ふるさと納税を紹介してね！
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公
共
施
設
は
み
ん
な
の
財
産

ー
オ
ー
ル
甲
賀
で
「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
ま
す
ー

　

学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
病
院
や
公
園
な
ど

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
す
。
現
在
、
市
内

に
あ
る
数
多
く
の
公
共
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
維
持
管

理
の
「
こ
れ
か
ら
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
取
り
組
み
や
計
画
を
お
伝
え
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
公
共
施
設
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の

現
況
は
？

公
共
施
設
の  

数
や
分
類

　

本
市
の
公
共
施
設
は
、

平
成
26
年
度
末
で
４
０
５

施
設
、
延
床
面
積
は
約

37
万
７
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
約

46.2
％
は
学
校
な
ど

の
教
育
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
図
１
）

■施設分類別延床面積比（図１）

公
共
施
設
の
老
朽
化

　

全
国
の
自
治
体
で
今
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
本
市

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
は
、

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
施
設

の
大
規
模
改
修
や
建
替
え
を
同
時
期
に

迎
え
る
た
め
で
す
。 

 

　

本
市
も
、
合
併
前
の
旧
町
そ
れ
ぞ
れ

で
整
備
さ
れ
た
多
く
の
公
共
施
設
が
老

朽
化
し
、
大
規
模
改
修
や
建
替
え
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
差
し
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
が
建
設

の
ピ
ー
ク
で
、
築
30
年

以
上
経
過
し
た
公
共
施

設
は
延
床
面
積
ベ
ー
ス

で
約
52
％
を
占
め
て
お

り
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
（
図
２
） 

 

　

建
設
の
ピ
ー
ク
で

あ
っ
た
昭
和
50
年
代
の

後
半
に
旧
耐
震
基
準
か

ら
新
耐
震
基
準
に
変
わ

り
、
旧
耐
震
基
準
時
代

に
建
設
さ
れ
た
公
共
施

設
は
全
体
の
約
41
％
、

そ
の
う
ち
耐
震
補
強
が

未
実
施
の
施
設
は
約

37
％
で
す
。（
図
３
） 

 

※ 

旧
耐
震
基
準
時
代
に

建
設
さ
れ
た
小
中
学

校
は
す
べ
て
耐
震
補

強
済
み
で
す
。

■建築年度別延床面積（図２）

■ 旧耐震基準時代に建設された公共施設の  

耐震化状況（図３）

延床面積

建築年度

※不要：耐震診断の結果、耐震補強が

　　　　不要であった建築物

老
朽
化
は
ど
れ
だ
け

進
ん
で
い
る
の
？

※ この特集でいう「公共施設」は、道路、橋りょう、上

下水道等のインフラ資産を除いた、学校やコミュニ

ティセンターなどの公共の建物のこととします。

▲土山室内運動場
▲子育て世代包括支援センター
　（ここも〜り）

▲信楽体育館▲甲南情報交流センター（忍の里プララ）
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こ
の
ま
ま

維
持
が

す
べ
て
維
持

難
し
い
な
ら
、

で
き
る
の
？

ど
う
す
る
の
？

■不足する公共施設の改修・更新費用（図４）

H H 8 8 8 8H H

約

H

（改修・更新に

かけることのできる）

平成 27 年から平成 52 年までの間に約 10％
の人口が減少（本市が定めた目標人口による）
すると予想される→生産年齢人口も減少  

（＝税収の減）

少子高齢化の進行（＝社会保障関係費の増）

公共施設の維持管理に充てられる費用が減  
※ 現在の公共施設の総延床面積を維持し続けた場

合、40 年後には約 31％の財源不足に陥る試算

公共施設を今のまま維持するのは難しい！ 
これらが負の財産にならないよう、 

今から取り組みを始める必要があります！

　

こ
の
先
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
を
何
も
対
策
し
な
い
ま

ま
使
い
続
け
る
こ
と
は
市
民
に
と
っ
て
危
険
を
伴
い
ま
す
。

一
方
で
、
大
規
模
改
修
や
建
替
え
を
行
う
に
も
、
人
口
減
少

に
よ
る
税
収
の
減
や
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関
係

費
の
増
加
に
よ
っ
て
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
充
て
ら
れ

る
費
用
は
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
公
共
施
設

を
今
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。（
図
４
）

　

将
来
の
需
要
に
柔
軟
に
対
応
し
、
次

世
代
の
市
民
へ
の
負
担
を
で
き
る
限
り

軽
減
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に
本
市

の
公
共
施
設
等
の
現
況
を
整
理
し
た
「
公

共
施
設
白
書
」
を
作
成
し
、
今
年
７
月

に
は
「
甲
賀
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
（
施
設
の
最
適
化
方
針
）
」
を
策
定

し
ま
し
た
。 

 

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
の

40
年
間
、
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の

整
備
・
管
理
運
営
の
基
本
方
針
を
定
め

た
も
の
で
す
。 

 

　

こ
の
計
画
の
中
で
上
記
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
40
年
間
で
総
延
床
面
積

の
30
％
を
縮
減
す
る
数
値
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
。

目
標
達
成
す
る
の
？

ど
う
や
っ
て

　

総
延
床
面
積
を
減
ら
す
た
め
、
施
設
の

廃
止
、
集
約
化
（
統
合
）
、
複
合
化
、
転
用
、

更
新
（
建
替
え
）
時
の
規
模
縮
小
に
取
り
組

み
ま
す
。
（
図
５
）

公
共
施
設
の
施
設
総
量 

 

（
総
延
床
面
積
）
を
削
減
す
る

❶

　

ま
だ
使
え
る
公
共
施
設
は
利
用
状
況
等
を

検
証
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
有
効
活
用
に
向

け
て
検
討
を
行
い
ま
す
。 

 

　

ま
た
、
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
伴
っ
て
、
新
た
な
施
設
の
整
備
が
必
要
と

既
存
公
共
施
設
を
活
用
す
る

❷

　

従
来
の
、
不
具
合
が
見
つ
か
っ
て
か
ら
そ
の

箇
所
を
修
繕
す
る
「
事
後
保
全
」
か
ら
、
日

常
的
・
定
期
的
な
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
た
計
画
的
な
改
修
・
更
新
等
を
行

う
「
予
防
保
全
」
へ
可
能
な
限
り
移
行
し
ま
す
。 

　

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
新
（
建
替
え
）

の
集
中
を
避
け
、
年
度
ご
と
の
改
修
・
建
替

え
費
用
の
平
準
化
を
め
ざ
し
ま
す
。（
図
６
）

長
寿
命
化
を
推
進
す
る

❸

●集約化（統合） 同用途の施設を  

１つにまとめること

■総延床面積の削減の例（図５）

●複合化  用途の異なる複数の施設を  

１つにまとめること

●転用  廃止した施設を別用途の施設に  

変えること

目
標
達
成
に
向
け
た
中
心
的
な
取
り
組
み

■ 長寿命化に向けた施設管理のイメージ  
（図６）

　

現
在
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
（
施
設
の
最
適
化
方
針
）
を

策
定
し
、
本
市
の
公
共
施
設
等
の

維
持
管
理
方
針
を
示
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
後
は
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
対
話
を
も
と
に
、
「
公
共
施

設
等
の
最
適
化
計
画
」
を
策
定
し
、

実
行
し
て
い
き
ま
す
。 

 

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
は
必
須
で

す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
民
間
の
優
れ
た
経
営
手
法

等
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、
総
延
床

面
積
の
減
少
や
長
寿
命
化
、
効
率

的
・
効
果
的
な
運
営
等
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
個
別
具
体
の
維
持
管

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
会
等

を
行
い
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
検
討
し
ま
す
。 

 

　

合
併
し
て
13
年
経
ち
ま
し
た
が
、

先
延
ば
し
に
で
き
な
い
「
施
設
の

適
正
化
」
と
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
施
設
の

未
来
を
み
ん
な
で  考

え
ま
し
ょ
う

　　　財政課 マネジメント推進室　TEL 69-2124　FAX 63-4561問合せ

廃止した施設

な
っ
た
場
合
も
、
類
似
施
設
の
複
合
化
等
を

検
討
し
な
が
ら
本
市
の
施
設
総
量
（
総
延
床

面
積
）
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
加

え
て
、
廃
止
し
た
施
設
お
よ
び
跡
地
は
売
却

や
貸
付
等
に
よ
る
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。
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スペシャルインタビュー

甲
賀
忍
者
の  　価値・魅力とは？磯田　甲賀はすごく素敵なまちですよね

。
自
然
は
い
っ
ぱ
い
だ
し
、
住
み
や
す
い

甲
賀
の
ま
ち
。
そ
し
て
、
甲
賀
が
日
本
は
お

ろ
か
世
界
に
一
番
誇
れ
る
文
化
、
世
界
中
の

人
た
ち
が
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
も
の
と
言

え
ば
、
や
っ
ぱ
り
「
忍
者
」
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
忍
者
が
未
だ
に
隠
れ
て

い
ま
す
ね
。
甲
賀
の
忍
者
に
つ
い
て
は
、
甲

賀
に
お
住
ま
い
の
方
も
興
味
が
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
日
本
中
い
や
世
界
中
の
人
た
ち
が
忍

者
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

甲
賀
は
、
一
般
の
家
庭
の
中
に
忍
者
の
資

料
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
一
番
忍

者
に
関
す
る
も
の
が
元
の
ま
ま
で
残
っ
て
い

ま
す
。

　

今
、
自
治
体
が
独
自
の
ま
ち
ら
し
さ
を
打

ち
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
自
治
体
間
競
争
の

時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
甲
賀
と
い
う
ま
ち

は
忍
者
が
い
た
ま
ち
で
あ
り
、
今
も
な
お
忍

者
の
文
化
財
を
保
存
し
続
け
て
い
る
ま
ち
と

い
う
の
を
自
分
た
ち
の
誇
り
に
思
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
忍
者
と
い

う
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
甲
賀
の
ま
ち

に
い
ろ
ん
な
お
客
さ
ん
が
来
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
ま
ち
の
発
展
に
と
っ
て

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
忍
者
の
価
値
と
い
う
と
現
在

に
つ
な
が
っ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

忍
者
の
子
孫
で
あ
る
渡
辺
家
を
は
じ

め
過
去
の
出
来
事
と
今
が
甲
賀
で
は

つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
忍
者
の
日
記
念
事
業
と
し

て
２
月
に
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
磯
田
先
生
や
渡
辺

さ
ん
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
渡
辺
家
の

古
文
書
に
書
か
れ
た
歴
史
や
忍
者
の

話
を
語
る
こ
と
で
、
市
民
の
方
が
地

域
の
こ
と
を
知
る
の
に
非
常
に
有
効

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

磯
田　

や
っ
ぱ
り
忍
者
の
魅
力
は
、

い
る
ん
だ
け
ど
、
い
る
か
い
な
い
か

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
実
は
、

歴
史
に
非
常
に
重
要
な
動
き
を
し
て

い
る
ん
だ
け
れ
ど
そ
れ
が
分
か
り
に

く
い
。

す
。
い
や
、
甲
賀
の
人
た
ち
自
体
が
陰
で
日

本
史
を
操
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
忍
び
の
技
術
で
あ
る
情
報
収
集
力
が
あ

る
わ
け
で
、
こ
の
ま
ち
か
ら
出
て
く
る
古
文

書
を
も
っ
と
読
み
解
い
て
い
く
と
甲
賀
忍
者

が
す
ご
い
こ
と
を
し
て
い
た
の
か
が
わ
か
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
陰
に
い
る
ん
だ
け

ど
、
い
る
ん
だ
か
い
な
い
ん
だ
か
わ
か
ら
な

い
ん
だ
け
ど
、
す
ご
い
闇
の
力
で
日
本
史
全

体
に
強
い
影
響
及
ぼ
し
て
い
る
、
し
か
も
そ

の
人
た
ち
が
甲
賀
に
い
た
ん
で
す
。
こ
れ
は

魅
力
的
で
す
。

磯
田
さ
ん
が  　忍者を研究  　テーマにしたのは？磯田　私は、歴史学上見過ごされている

も
の
や
研
究
し
に
く
い
も
の
ほ
ど
闘
志
を

燃
や
し
ま
す
。
忍
者
は
い
る
か
い
な
い
か
分

か
ら
な
い
と
か
、
忍
者
は
資
料
を
残
さ
な
い

か
ら
学
術
的
研
究
は
無
理
だ
と
か
言
わ
れ
る

か
ら
こ
そ
、
10

年
前
く
ら
い
か
ら
研
究
を
始

め
ま
し
た
。
実
際
に
、
甲
賀
に
来
て
み
た
ら

忍
者
の
生
活
の
後
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
ま

す
。
学
術
論
文
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
た
忍
者
を
し
っ
か
り
と
研
究
す
る
と

い
う
こ
と
を
ま
ず
は
重
要
視
し
ま
し
た
。
忍

者
は
、
火
薬
だ
と
か
薬
物
医
療
関
係
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
忍
者
を
研
究
す
る

と
日
本
に
お
け
る
化
学
の
進
歩
や
歴
史
に
つ

な
が
り
ま
す
。
武
士
は
農
村
に
住
ん
で
い
る

と
か
、
主
君
は
一
人
だ
け
と
か
、
農
耕
に
従

事
し
な
が
ら
な
お
か
つ
侍
で
あ
る
は
ず
が
な

い
と
い
う
江
戸
時
代
の
歴
史
の
教
科
書
的
な

も
の
を
裏
切
る
も
の
が
全
て
こ
こ
に
あ
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
を
見
て
み
な
い
と
本
当
の
江

戸
時
代
像
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の

で
、
忍
者
を
研
究
す
る
と
い
う
資
料
調
査
に

入
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

調
査
で
苦
労
し
た
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
既

に
資
料
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

も
そ
も
忍
者
な
の
で
記
録
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
人
自
身
も

そ
の
内
容
を
知
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
。
出
て
き
た
と
は
い

え
資
料
が
少
な
い
の
で
、
資
料
を
よ

り
集
め
る
に
は
市
民
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
以
前
テ
レ
ビ
番
組
で
、

織お

田だ

信
の

ぶ

長
な

が

の
本
能
寺
の
変
に
つ
い
て

収
録
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
明

あ

け

智ち

光
み

つ

秀
ひ

で

が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か

を
や
り
ま
し
た
。
本
能
寺
の
変
の
後
、

明
智
光
秀
は
安
土
城
を
奪
い
取
ろ
う

と
し
て
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
際
、
瀬

田
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
橋
が

焼
き
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
甲
賀
の
山

や

ま

岡
お

か

道
ど

う

阿あ

弥み

の
仕
業
だ
っ

た
わ
け
で
す
。
織
田
信
長
が
う
た
れ

た
時
、
こ
の
明
智
光
秀
の
政
権
は
長

く
続
か
な
い
と
見
て
、
瀬
田
の
唐
橋

を
焼
け
落
と
し
、
明
智
光
秀
が
こ
ち

ら
側
に
く
る
の
を
邪
魔
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
山
岡
道
阿
弥
は
関
ヶ
原
の

合
戦
の
際
も
徳

と

く

川
が

わ

家
い

え

康
や

す

に
情
報
を
送

り
続
け
、
天
下
分
け
目
の
戦
の
帰き

趨
す

う

を
決
す
る
影
の
立
役
者
と
な
る
わ
け

で
す
。
こ
う
い
う
歴
史
の
陰
に
甲
賀

の
人
々
が
い
る
の
で
す
。

　

他
に
も
、
室
町
時
代
の
足
利
幕
府

が
滅
び
よ
う
と
し
た
時
、
将
軍
足

あ

し

利
か

が

義
よ

し

昭
あ

き

も
こ
の
甲
賀
に
長
く
潜
伏
し
て

い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
甲
賀
と
い

う
の
は
皆
さ
ん
が
考
え
て
い
る

以
上
に
日
本
史
に
強
い
大
き

い
影
響
を
与
え
て
い
ま

磯田道史×畑中英二
～新たな甲賀の歴史を紐解くために～

甲賀流忍者調査団  団長  

国際日本文化研究センター 准教授　磯
い そ

田
だ

道
み ち

史
ふ み

氏

甲賀流忍者調査団  副団長　　

京都市立芸術大学 准教授　畑
は た

中
な か

英
え い

二
じ

氏

『新たな歴史を

市民と一緒に

紐解く』

『歴史の陰に

甲賀の

人々がいる』

　

古
来
よ
り
全
国
で
活
躍
し
、
陰
で
歴
史
を
動
か
し
て
き
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
な
い
「
忍
者
」
。
そ
の
実
像
解
明
に
向
け
て
結
成
し
た
甲
賀
流
忍
者
調

査
団
の
団
長 

磯
田
道
史
さ
ん
と
副
団
長 

畑
中
英
二
さ
ん
に
甲
賀
市
や
甲
賀
流
忍
者

の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ 水口町三大寺での古文書調査

▲ 忍者の子孫渡辺家の現地調査
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あなた
の

 お宅に
眠る 忍者情報を求む！！

　甲賀には世界で一番忍者に関
するものが元のままで残ってい

ます。

もしかしたら、あなたのお宅に
も「甲賀や日本の歴史を紐解く

」

忍者情報があるかもしれません
。

　仏壇・タンス・蔵の中に眠っ
ている古文書等

あらゆるもの何でもお持ちでし
たら、下記まで

ご連絡ください。

甲
賀
が
持
つ  　ポテンシャルは？畑中　一つの自治体が持っている

に
は
多
す
ぎ
る
文
化
財
と
い
う
の

が
第
一
印
象
で
す
。
信
楽
焼
を
は
じ
め
紫
香

楽
宮
、
甲
賀
三
大
佛
な
ど
平
安
時
代
か
ら
あ

る
仏
像
も
全
国
区
で
す
。
そ
し
て
忍
者
、
水

口
岡
山
城
、
甲
賀
の
城
館
群
な
ど
他
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
化
財
を
ど
の
よ

う
に
し
て
守
り
つ
つ
、
皆
さ
ん
に
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
で
、

他
の
自
治
体
に
は
な
い
苦
労
が
正
直
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

他
が
こ
う
だ
か
ら
甲
賀
も
こ

れ
で
い
い
ん
だ
っ
て
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
甲
賀
な
ら
で
は

の
体
制
を
作
る
と
か
が
必
要
に

な
る
の
で
は
と
思
え
る
ほ
ど
に

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
で
す
。

磯
田　

要
す
る
に
、
す
ご
い
文

化
財
が
あ
り
過
ぎ
ま
す
。
知
ら

れ
て
い
な
い
だ
け
で
甲
賀
は
二

つ
の
要
素
で
出
来
上
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
中
枢

の
都
に
近
い
、
あ
と
も
う
一
つ

都
に
対
し
て
木
材
を
提
供
す
る

杣
で
あ
っ
た
と
い
う
二
つ
の
要

素
で
す
。
都
に
近
い
と
い
う
要

素
は
、
も
の
す
ご
く
字
が
読
め

る
人
の
多
い
賢
い
人
々
が
い
る

こ
と
や
、
都
と
の
関
係
で
政
治

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
杣
で
あ
っ

 『
新
た
な
甲
賀
の
歴
史

を
紐
解
く
た
め
に
』と

い
う
テ
ー
マ
で
、

  甲賀流忍者調査団として取り組むべきことは？磯田　市民にご協力を求めること
で
す
。
家
に
は
そ
ん
な
大
し
た
物

無
い
よ
と
思
っ
て
い
て
も
、
仏
壇
の

引
き
出
し
の
中
、
タ
ン
ス
の
引
き
出

し
の
中
、
土
蔵
の
埃
の
か
ぶ
っ
た
長

も
ち
の
中
、
天
井
の
裏
と
か
に
古
い

書
付
を
見
た
ら
ぜ
ひ
ご
一
報
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　

古
文
書
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
は

皆
さ
ん
の
ま
ま
で
お
預
か
り
し
、
き

れ
い
に
し
た
う
え
で
、
写
真
を
撮
り
、

市
の
方
で
管
理
し
ま
す
。
も
し
、
返

却
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
返

却
す
る
寄
託
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ご
自
身
の
先
祖
の
こ
と
や
重
要

な
忍
者
の
情
報
が
含
ま
れ
た
古
文
書

が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
、
で
は
な
く
眠
っ
て
い
る
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
ぜ
ひ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

畑
中
　
新
た
な
甲
賀
の
歴
史
を
紐
解
く
作
業

は
、
市
だ
け
が
頑
張
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
は

な
く
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
色
ん
な
こ
と
が

で
き
る
新
し
い
仕
組
み
を
作
り
つ
つ
、
市
民

皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い
け
た
ら
、
世
界

の
中
心
が
甲
賀
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

磯
田　

甲
賀
流
忍
者
調
査
団
の
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ア
イ
デ
ア
も
畑
中
先
生
と
作
戦

会
議
を
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
あ
っ
と

驚
く
報
告
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

た
と
い
う
要
素
は
、
木
材
を
出
す
た
め
に
高

い
所
で
作
業
し
た
り
、
忍
び
込
ん
だ
り
で
き

る
技
術
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
都
に
近

い
た
め
、
山
伏
さ
ん
は
非
常
に
宗
教
的
で
、

木
材
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
仏
像
が
大
量

に
こ
の
地
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
高
い
彫

刻
家
は
、
こ
の
木
材
産
地
へ
や
っ
て
来
て
た

く
さ
ん
の
名
作
を
残
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
ま
ち
の
規
模
と
は
お
よ
そ
不
釣
り
合
い

な
ほ
ど
の
名
作
・
名
彫
刻
が
甲
賀
に
は
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
自
覚
い
た
だ
い
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
す
ご
い
も
の
を

持
っ
て
い
る
世
界
に
誇
れ
る
市
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
は
知
っ
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問合せ

甲賀流忍者調査団 ニンジャファインダーズ

（観光企画推進課 観光振興係）　

TEL 69-2190　FAX 63-4087

▲ 甲南町磯尾の古文書調査

▲ 古文書を読み解く磯田さん

▲ 甲南町磯尾での現地調査
▶ 

市
内
の
城
跡
を
望
む
磯
田
さ
ん
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女
性
も
男
性
も
誰
も
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て
、
職
場
の
上
司
が
イ
ク
ボ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
男
性
も

家
事
や
育
児
に
参
画
、
女
性
が
創
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど

み
ん
な
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
開
催
し 

ま
す
。
男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
生
き
方

に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

  

場
所  

　

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

  

内
容  

●
ホ
ー
ル　

10

時
～
12

時
（
９
時
30

分
受
付
）

■
イ
ク
ボ
ス
共
同
宣
言
式

　

従
業
員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
を
応
援
し
、
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
市
長
と
市
内 

企
業
・
事
業
所
・
団
体
が
共
同
で
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し 

ま
す
。

　

立
会
人

　

 　

安あ
ん

藤ど
う

哲て
つ

也や

さ
ん 

 

　

 （
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン 

 

フ
ァ
ウ

ン
ダ
ー
／
代
表
理
事
）

■
講
演

　 「
今
日
か
ら
パ
パ
ご
は
ん
」

　

男
性
が
家
事
や
育
児
に
参
加
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
大

切
さ
、
意
義
な
ど
を
自
身
の
育
児
体
験
を
も
と
に
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。

講
師　

 
 

　

 

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん 

 

（
料
理
研
究
家
） 

※ 

申
し
込
み
不
要
、
子
ど
も
と
一
緒
に
入
場
で
き
ま
す
。

※ 

託
児
有
（
ホ
ー
ル
事
業
参
加
者
用
：
６
カ
月
～
就
学
前  

要
予
約 

先
着
20

人
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
有

●
展
示
室
・
ホ
ワ
イ
エ　

10

時
30

分
～
15

時

■
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

　

創
業
を
め
ざ
す
女
性
が
雑
貨
や

焼
き
菓
子
な
ど
手
づ
く
り
の
品
を

販
売

　
　
　

 

商
工
労
政
課

 

女
性
活
躍
推
進
室

 
 

　
　
　

 

TEL

６
９

-

２
１
８
９　

FAX

６
３

-

４
０
８
７

 

問合せ

託児申込先

女
性
の
た
め
の お仕事フェア

お
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
＆
合
同
就
職
面
接
会

　

結
婚
や
出
産
等
で
離
職
し
、
市
内
で
再
就
職
を
希
望

す
る
女
性
を
主
な
対
象
と
し
た
合
同
就
職
面
接
会
に
出

展
を
希
望
さ
れ
る
企
業
・
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。 

＊
女
性
の
た
め
の
お
仕
事
フ
ェ
ア

  

日
時  

　

 

平
成
30

年
１
月
18

日
（
木
）
10

時
～
14

時 
 

（ 

受
付
開
始
９
時
30

分 

受
付
終
了
13

時
30

分
）

  

場
所  

　

碧
水
ホ
ー
ル

  

対
象
企
業
・
事
業
所  　

 
 

　

市
内
に
就
業
場
所
を
有
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
申

し
込
み
を
し
て
い
る
企
業
・
事
業
所

  

募
集
期
間  

　

 

10

月
２
日
（
月
）
～
10

月
18

日
（
水
）

  

出
店
企
業
数  

　

 

20

社 
 

 《
先
着
10

社
と
イ
ク
ボ
ス
宣
言
企
業
、

え
る
ぼ
し
・
く
る
み
ん
認
定
企
業
、
女

性
活
躍
認
証
企
業
先
着
10

社
》

※ 

応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

商
工
労
政
課

 

商
工
労
政
係

 
 

　
　
　

 

TEL

６
９

-

２
１
８
８　

FAX

６
３

-

４
０
８
７

 

問合せ

申込み

み
ん
な
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

☆
女
性
の
活
躍
で
も
っ
と
輝
く
ま
ち
に
☆

出展企業

・事業所

募集

　

選
挙
は
、
私
た
ち
有
権
者
の
代
表

を
選
ぶ
機
会
、
す
な
わ
ち
皆
さ
ん
の

意
思
が
市
政
に
反
映
さ
れ
る
大
切
な

機
会
で
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
貴

重
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

  

投
票
日  

10
月
22
日
（
日
）

７
時
〜
20
時

（
鮎
河
、
大
河
原
、
田
代
、
畑
、
上

朝
宮
、
下
朝
宮
、
宮
尻
の
投
票
所
は

19

時
ま
で
）

  

定
数  　

24

人

◆
投
票
所
を
一
部
変
更

　

左
記
の
投
票
所
は
、場
所
が
変
更
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
希
望
ケ
丘
保
育
園  

　

 

→
希
望
ケ
丘
本
町
自
治
会
館

▼ 
高
齢
者
活
動
生
活
支
援
促
進

施
設
勅
旨
会
館  

 
→
信
楽
道
院

▼
杉
山
公
民
館  

　

 

→
杉
山
老
人
憩
の
家

・ 

ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・  

お
手
元
に
届
い
て
い
れ
ば
、
投
票

所
入
場
券
（
は
が
き
）に
印
刷
し
て

あ
る
宣
誓
書
を
ご
記
入
の
う
え
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・ 

投
票
日
当
日
や
期
日
前
投
票
の
ど

ち
ら
も
投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）を

お
持
ち
で
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

 

● 

次
の
よ
う
な
方
は
、 

 

不
在
者
投
票
制
度
を 

 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い

る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

仕
事
や
勉
強
の
た
め
、
市
外
に
滞

在
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

所
定
の
身
体
障
が
い
者
の
方
等
で
、

事
前
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

　

不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

 
 

　
　
　

 

事
務
局

 
 

　
　
　

 

TEL

６
９

-

２
２
６
０　

 
 

　
　
　

 

FAX

６
３

-

４
０
８
６

 

問合せ

申込み

●
投
票
で
き
る
方
は

　

投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）を
郵
送

し
ま
す
。
は
が
き
記
載
の
投
票
所
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

　

投
票
日
当
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出

さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

● 

当
日
投
票
に
行
け
な
い
方

は
期
日
前
投
票
を

  

期
間  　

 

10

月
16

日
（
月
）
～

　
　
　
　

21

日
（
土
）

  

時
間  　

 

８
時
30

分
～
20

時

  

場
所  　

◦ 

水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

福
祉
ホ
ー
ル

◦ 

市
役
所
甲
南
庁
舎 

 

１
階 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

◦ 

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

１
階 

玄
関
横
ス
ペ
ー
ス

◦ 

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

１
階 

玄
関
横
ス
ペ
ー
ス

◦ 
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー 

 
１
階 
事
務
室

10

月
22

日
（
日
）
は

甲
賀
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

　

「
災
害
時
に
お
け
る
食
料
品
及
び
生
活
関
連
物
資
の
供

給
等
に
関
す
る
協
定
」
を
９
月
７
日
に
株
式
会
社
平
和
堂

と
９
月
21

日
に
株
式
会
社
バ
ロ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
際
に
、
市
が
両
社
に
食
料
品
や
生
活
用
品
な
ど

必
要
物
資
の
供
給
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
内
の
店
舗
を
利
用
し
て
合
同

で
防
災
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
と
い
う
項
目
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

有
事
の
際
に
は
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
被
災
者
対
策
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
食
料
な
ど
供
給

～ 
株
式
会
社
平
和
堂
、
株
式
会
社
バ
ロ
ー  

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
協
定
～

▲締結式での㈱平和堂 夏原専務取締役（右）と岩永市長（左）

※ 
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て
は
、

新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　　　　　10 月 20 日（金）・21 日（土）・22 日（日）

　　　　　上野天神宮周辺（伊賀市上野東町 2929）

　　　　　伊賀鉄道「上野市駅」下車すぐ

【問い合わせ】 上野天神祭地域振興実行委員会（上野商工会議所内）

　　　　　　 TEL.0595-21-0527

　東海道五十三次 47 番目の宿場町として栄え

た東海道関宿。江戸時代後期から明治時代にか

けて建てられた町家が、約1.8kｍにわたって

現存し、国の重要伝統的建造物群保存地区や日

本の道百選にも選ばれています。

　毎年11月に行われる「東海道関宿街道まつり」

は、往時のにぎわいを再現した宿場大行列や

地場産品の販売など盛りだくさんの催しです。

　　　　11月5日（日）

　　　　９時30分～15時（雨天決行）

　　　　旧東海道関宿の街道一帯

　　　　JR関駅下車徒歩５分

【問い合わせ】 東海道関宿街道まつり

　　　　　　 実行委員会事務局

　　　　　　（市民文化部関支所観光振興室内）

　　　　　　 TEL.0595-96-1215

と き

ところ

アクセス

東海道関宿街道まつり
～江戸時代にタイムスリップ～

東海道関宿街道まつり
～江戸時代にタイムスリップ～

上野天神祭の

ダンジリ行事
～ユネスコ無形文化遺産

に登録されました！～

と　き

ところ

アクセス

伊賀市

亀山市

となりまち

伊賀市 い 甲賀市

 こ
亀山市 か

情報交流広場

い

こ
か

　400 年の伝統をもつ上野天神祭の見どころ

は、9 基のだんじりと百数体の鬼行列です。

神輿に鬼、だんじりが一堂に会する機会は他では見ることができません。

　今年はユネスコ無形文化遺産登録後初めての開催となります。より

一層盛り上がる上野天神祭に、ぜひお越しください。

気
な元

I N T E R V I E W

平成29年10月1日 平成29年10月1日

全
国
大
会
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合
は
？

印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合
は
、
惜
し
く
も
敗
れ
た
準

決
勝
で
す
。
相
手
は
、
東
日
本
1

位
と
い
う
こ
と
で
、
勝

て
ば
目
標
で
あ
る
優
勝
に
近
づ
く
一
戦
で
し
た
。
序
盤

か
ら
リ
ー
ド
さ
れ
、
あ
と
1

ゲ
ー
ム
取
ら
れ
る
と
負
け

が
決
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
逆
転
し
、
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
ま

で
せ
ま
り
ま
し
た
。
3

回
の
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
と
1

点
が
取
れ
ず
逆
転
負
け

を
し
、
本
当
に
悔
し
さ
が
残
る
試
合
で
し
た
。

試
合
中
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
や 

 

テ
ニ
ス
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

テ
ニ
ス
は
、後
衛
が
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ゲ
ー
ム

が
作
れ
ま
せ
ん
。ミ
ス
を
し
な
い
よ
う
に
粘
り
と
強
気
の

プ
レ
ー
を
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
ポ

イ
ン
ト
を
取
ら
れ
た
時
で
も
２
人
で
挽
回
し
、お
互
い
を

励
ま
し
合
い

な
が
ら
、
勝

利
を
め
ざ
す

と
こ
ろ
が
好

き
で
す
。

今
後
の
目
標
は
？

10

月
に
は
県
の
秋
季
選
手
権
大
会
や
西
日
本
選
手

権
大
会
と
大
き
な
大
会
が
続
き
ま
す
。
練
習
や
試
合

で
テ
ニ
ス
漬
け
の
毎
日
で
す
が
、
全
国
大
会
の
悔
し
さ 

を
忘
れ
ず
、

大
会
で
良
い

結
果
を
残
せ

る
よ
う
目
の

前
の
一
戦
一

戦
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い

で
す
。

励まし合い

勝 利 を

め ざ す

今回は、今年７月に長浜市で

開催された第34回全日本小 

学生ソフトテニス選手権大会

において、個人戦（ダブルス）

第３位に入賞した田中美和さ

んにお話を伺いました。大会

の開会式では、開催地の選手

を代表し、約400人の前で歓

迎の挨拶を述べました。

▲ 全国大会で３位入賞した田中（右）・
向畑（野洲ジュニア）（左）ペア 

▲ 強烈なストロークを  
打つ田中さん

　大原自治振興会主催によるこうか駅前マルシェが９

月10日、鹿深夢の森で開催されました。　　

　ＪＲ甲賀駅の活性化を図ろうと、毎月第２日曜日に

同駅前で開かれているフリーマーケットの１周年を記

念し、開かれたものです。

　会場には地元特産物や手作り雑貨、飲食など32店

舗が並んだほか、忍者やダンスショー、抽選会など盛

りだくさんのイベントが行われました。　

　訪れた人は店主や出演者との交流を楽しむなど、思

い思いのひと

時を過ごして

いました。

朝宮お茶芽大学校の開校１周年記念大会が９月10日、

朝宮小学校で開催されました。

大学校は、朝宮地区の女性を中心につくられた一般

社団法人「お茶芽D
ど り ー む

ream朝宮」が運営し、紅茶作りや茶

の実の油絞りなどお茶や地域の魅力を体験できる講座

を定期的に開催しています。

記念大会には、ほうじ茶作りやまっ茶の石臼ひき体

験のほか、パネルディスカッションも行われ、地域を

元気にし、次世代に自然と文化をつなぐため今何 

をすべきかにつ

い て 語 ら れ ま

した。

扇
おうぎ

屋
や

社
しゃ

中
ちゅう

と土山学区自治振興会共催の扇屋寄席が 

９月16日、扇屋伝承文化館で開催されました。

伝承文化館は、地域文化の伝承と東海道を散策する

人々の憩いの場となることを目的に、江戸時代に扇や

櫛を販売していた「扇屋」を地元北東区が購入・改修し

たもので、土日には地元工芸品の展示や特産品の販売

等もされています。

寄席では、土山町出身で噺家の桂
かつら

一
いっ

蝶
ちょう

さんが上方 

落語を披露し、巧

みな話術で夜の東

海道は笑いに包ま

れていました。

　平和を願って生徒がグラウンドを行進し、「ヘイワ」

の人文字をつくる「平和行進」が９月９日、甲南中学校

で行われ、全校生徒583人が参加しました。

　昭和29年から代々受け継がれ、今年で64回目を迎

えたこの行進は、毎年体育祭の中で実施されています。

各学年の代表者が平和への思いを語る中、生徒たちは

「ヘイワ」の人文字を見事完成させました。ピンクの布

で彩られた人文字に、来場者からは大きな拍手が送ら

れました。

平和への思いを胸に人文字 イベント盛りだくさんの１周年祭

地域を元気にし、次世代に
自然と文化をつなげる

笑いに包まれた東海道の夜

〜甲南中学校平和行進〜 〜こうか駅前マルシェ〜

〜朝宮お茶
ちゃ

芽
め

大学校〜

〜扇屋寄席〜

さまざまな

店舗が並び、

にぎわう会場

▲

見事に完成

した生徒らに

よる「ヘイワ」

の人文字

▲

県副知事や市長等

を招いてのパネル

ディスカッション

▲

風情のある古民家で

秋の夜長に

笑いの一席

▲

田
た

中
な か

 美
み

和
わ

さん

甲賀スポーツ少年団  油日小６年
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社会教育課 生涯学習係

TEL 86-8021 FAX 86-8380
問合せ

問合せ
生活環境課 防犯交通対策係
TEL 69-2143　 FAX 63-4582

問合せ
甲賀広域行政組合消防本部 予防課
TEL 63-7932　 FAX 63-7940

組合ホームページ：http://www.koka-koiki.jp

ガス機器による火災やガス事故を防ぎましょう！

　私たちがコンロやストーブなど、身近に使用しているガスは、その
取扱いを誤ると火災や爆発、一酸化炭素中毒などの大きな事故につ
ながります。
　ガスによる火災や事故を防ぐため、以下の各項目をチェックしてみ
ましょう。

【チェックポイント】
〈壁材等からの出火防止〉  
　ガスコンロやガスストーブは、柱や壁などから間隔をとって使用し
ているか。

〈ガス漏れ防止〉  
　ゴムホースは劣化していないか。また、接続部分をホースバンドで
締め付けているか。
　未使用のガス栓の出口にガス栓キャップを付けているか。

〈不完全燃焼防止〉  
　ガス機器を使用する際は、換気に心がけているか。

〈天ぷら油火災防止〉  
　揚げ物等をする際には、その場を離れず、どうしても離れる場合は、
コンロの火を必ず消しているか。

〈その他〉  
　コンロのガスバーナー等は目詰まりしていないか。また、コンロの
周囲に燃えやすいものを置いていないか。
　ガス漏れ警報器やガス・ＣＯ警報器は設置しているか。

全席シートベルト着用と  

チャイルドシート使用の徹底

～後部座席も大丈夫！？～

　シートベルトは「命綱」です。車に乗るときは、後部

座席を含めて全ての座席でシートベルトを着用するこ

とを徹底しましょう。

　運転者は、同乗者にシートベルトの着用を指導する

とともに、６歳未満の子どもを車に乗せるときは、体

格に応じたチャイルドシート等を正しく使用しましょう。

　チャイルドシートは、できるだけ後部座席に取り付

け座席に確実に固定し、子どもを交通事故から守りま

しょう。

市内における交通（人身）事故発生状況

本年 前年 増減数 ８月中

発生件数 173 件 178 件 ー5件 17 件

死者数 3人 6人 ー3人 1人

負傷者数 209 人 209 人 0人 24人

（平成29年８月末現在）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 33件 2480 件 50 件 162 件

前年比 ー11 件 171 件 3件 15件

（平成29年８月末現在）

問合せ
K’S STAR　キャプテン 河西
TEL 090-7887-8412

▲若ハト杯準優勝時の盾とメダル

▲サウスポーから繰り出すスパイク

み
ん
な
が
キ
ラ
キ
ラ 

 

輝
け
る
チ
ー
ム
に

　

平
成
25
年
に
４
人
の
メ
ン
バ
ー
で
K’
Ｓ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
。「
家
庭
を

大
切
に
し
、
心
身
共
に
元
気
で
明
る
く
楽

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕
事
、
子
育
て
、

家
事
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
パ
ワ
フ

ル
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
で
す
。
現
在
の
登
録

メ
ン
バ
ー
は
16
人
で
す
が
、
活
動
メ
ン
バ
ー

は
試
合
に
出
場
す
る
ギ
リ
ギ
リ
の
９
人
で

す
。
何
よ
り
み
ん
な
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
け
る

場
所
と
い
う
思
い
を
チ
ー
ム
ロ
ゴ
マ
ー
ク

に
し
、
体
力
差
、
経
験
差
、
年
齢
差
を
メ

ン
バ
ー
同
士
で
補
い
な
が
ら
チ
ー
ム
が
一

つ
に
ま
と
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

目
標
に
向
か
っ
て
や
る
気
Ｕ
Ｐ

　

２
年
前
に
平
和
堂
若
ハ
ト
杯
で
準
優
勝

し
て
か
ら
は
、
楽
し
む
だ
け
で
な
く
勝
ち

た
い
と
い
う
思
い
も
強
く
な
り
、
強
豪
チ
ー

ム
と
の
練
習
試
合
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
開
催
さ
れ
る
湖
東
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
大
会
に
は
、
上
位
を
目

標
に
日
々
練
習
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
練
習
し
て
い
る
隣
の

コ
ー
ト
で
は
、
メ
ン
バ
ー
の
子
ど
も
た
ち

が
走
り
回
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
キ
ラ
キ
ラ
輝
け

る
場
所
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

楽
し
そ
う
な
お
母
さ
ん
の
姿
を
見
な
が
ら

友
達
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
所
で
も
あ
る

よ
う
で
す
。

刺
激
し
合
う
仲
間

　

市
内
に
は
、
土
山
町
以
外
に
も
４
チ
ー
ム
あ
り
、
ど
の

チ
ー
ム
も
お
互
い
が
刺
激
し
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
以
外

に
も
仲
間
の
輪
が
広
が
る
の
も
ま
た
い
い
で
す
ね
。
今
回

の
取
材
も
と
て
も
居
心
地
よ
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
興
味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
見
学

に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
好
き
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
り
た
い
と
集
ま
っ
た  

マ
マ
さ
ん
た
ち
で
結
成　

～
 K’
Ｓ

け

　ー

　ず 

Ｓす

た

ー

Ｔ
Ａ
Ｒ
～

▼  

練習に励む  

メンバーたち

▲ロゴマーク

▲K’S STARメンバー

土
山
町
で
子
育
て
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
が
、
仕
事
や
家
事
等
と
両
立
し
な
が
ら
も

大
好
き
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で
い
る
頑
張
る
マ
マ
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

〝
 K’
Ｓ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
〟
を
紹
介
し
ま
す
。

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

学ぼう、考えよう、交流しよう

【午前の部：１０時～／午後の部：１３時～】体験コーナー

● 陶芸体験

● 科学実験

● エコ教室

● ＡＥＤ体験

● 昔の遊び体験

● 輪ゴム銃づくり

● コースターづくり

● 移動図書館

● ニュースポーツ体験　など

■体験対象者／市内の小学生・幼児

■体 験 講 師／ 市内の高校生・専門学校生・ シルバー人材センター・  

工業会・建築組合の皆さん　他

※ コーナーによって当日受付の必要なものがあります。  

詳細は、下記までお問い合わせください。

11月3日（金・祝）　10時～15時

まなびの体験広場2017

会場

碧水
ホール
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吉田 奈津希
よしだ なつき

◦メンバー募集◦

　共に明るく楽しく、目標に向かって一緒に

バレーボールをするメンバーを募集します。

対象： 土山町内に在住  

25歳以上の既婚者なら何歳でもＯＫ

練習日： 毎週木曜日　20時～ 22時

場所： 土山小学校体育館

　まずは、お気軽に見学に来てください。  

　詳しくは、下記までお問い合わせください。
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第６３回   
信楽中央病院 健康塾

催し

■日時： 10月18日（水）14時～ 16時

■場所： 信楽保健センター １階

■内容： 講座「糖尿病」  

糖尿病って治さなあかんの？

■講師： 病院スタッフ

■定員： 約20人

■参加費： 無料

■申込方法： 電話・FAX・直接申込で下

記まで

■申込締切： 10月11日（水）

　　　 信楽中央病院  

　　　 TEL 82-0249　 FAX 82-3060
問合せ

申込み

甲賀看護専門学校
第１７回 
チューリップ祭

催し

■日時： 10月13日（金）11時30分～15時  

10月14日（土）10時～15時

■場所： 甲賀看護専門学校

■内容： 模擬店、看護体験、学習成果発表

　　　 甲賀看護専門学校  

　　　 TEL 65-6071　 FAX 65-6073
問合せ

第２回紫香楽病院  
ふれあいまつり
～うたって♡わらって♡ふれあって～

催し

■日時： 11月３日（金・祝）  

10時30分～15時

■場所： 国立病院機構紫香楽病院

■内容： コンサート、健康講座、模擬店

　　　 国立病院機構紫香楽病院  

　　　 TEL 83-0101　 FAX 83-1262
問合せ

紫香楽宮「都あかり」
2017

催し

　西暦745年、都が置かれた信楽町雲井

にイルミネーションなどを使って都を蘇らせ

ます。

■日時： 10月７日（土）～８日（日）  

18時～ 21時

■会場： 信楽町宮町周辺

■内容： イルミネーションを使った朱雀門

と都の道を演出

■その他： 宮町遺跡付近は自動車での乗

り入れはできません。下記駐

車場をご利用ください。

■駐車場： 隼人川みずべ公園周辺  

（信楽町黄瀬973-1）

　　　 紫香楽宮観光振興プロジェクト  

　　　 実行委員会事務局  

　　　 （雲井地域市民センター内）  

　　　 TEL 83-8531　 FAX 83-8532

問合せ

申込み

ハロウィンパーティー 催し

■日時： 10月14日（土）15時～ 17時  
（開始30分前から受付可）

■場所： 忍の里プララ

■内容： 外国人ゲストと一緒にハロウィン
を楽しもう！ 

■対象： 小学生（保護者同伴の場合は４歳
児以上も可）

■定員： 130人

■参加費： 協会会員 無料  
非会員 500円

■申込期間： 10月2日（月）～10日（火）

■持ち物： 仮装、お菓子を入れる袋、靴
用ビニール袋

　　　 甲賀市国際交流協会  
　　　 TEL / FAX 63-8728

問合せ

申込み

日本遺産の甲賀忍者
発祥の地ハイキング

（飯道山・庚申山）

催し

■日時： 10月15日（日）  

９時10分（集合）～ 16時頃

《コース》  

貴生川駅−飯道寺−飯道山山頂−飯道山

遺跡−飯道神社（昼食）−修験行場体験−

庚申山広徳寺−総社神社−貴生川駅…約

15ｋｍ

■集合場所： JR草津線貴生川駅南口

■参加費： 300円

■申込方法： 予約不要

　　　 甲賀市観光協会  

　　　 TEL 60-2690　 FAX 60-2362
問合せ

甲賀市介護者の会講演会 
「介護に疲れたとき、 
気持ちが楽になるヒント」

催し

■日時： 11月４日（土）13時30分～ 15時

■場所： 碧水ホール

■講師： 介護者メンタルケア協会代表　 

　　　　 橋
はし

中
なか

今
き ょ う

日子
こ

氏  

（理学療法士・心理カウンセラー）

■参加費： 無料

　　　  甲賀市介護者の会事務局（甲賀市

社会福祉協議会 地域活動支援課）  
TEL 62-8085　 FAX 63-2021

問合せ

申込み

小中学生とプロの
声楽家で創るオペラ

「ヘンゼルとグレーテル」

催し

■日時： 10月15日（日）14時30分開演  

（13時45分開場）

■場所： 碧水ホール

■入場料： 前売500円　当日600円  

（自由席）  

３歳未満入場不可

■前売所： あいこうか市民ホール、碧水

ホール、忍の里プララほか

　　　 あいこうか市民ホール（月曜休館）  

　　　 TEL 62-2626　 FAX 62-2625
問合せ

申込み

夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び と

人（天体観望会） 催し

「ペガスス座から秋の星座を探そう」
■日時： 10月14日（土）  

19時30分～ 21時30分

■場所： かふか生涯学習館

■内容： 土星、天王星、海王星などの観望

■定員：先着20人

■申込方法： 電話で下記まで

■申込締切： 10月13日（金）

※天候不良、申込者少数の場合は、中止します。

　　　 かふか生涯学習館  
　　　 TEL 88-4100　 FAX 88-5055

問合せ

申込み

ふれあい親子
陶芸教室

催し

■日時： 10月21日（土）10時～ 12時

■場所： 甲南ふれあいの館

■定員： 先着25人

■ 受講料（材料費含む）：  

大人・中学生　500円  

小学生以下　　400円

　　　  甲南ふれあいの館  

（月火休館・10時～ 17時）  

TEL / FAX 86-7551

問合せ

申込み

人権教育連続セミナー
第６回

催し

■日時： 10月27日（金）  

19時30分～ 21時10分

■場所： 信楽開発センター

■内容： 講演「女･男･家族を解き明かす」

■講師： 栗
くり

本
もと

敦
あつ

子
こ

さん  

（ファシリテーターズラボ）

■参加費： 無料（申込不要）

※手話通訳･要約筆記あり

　　　  人権推進課 人権教育室  
TEL 70-0022　 FAX 70-3016

問合せ

びわ湖ホール
声楽アンサンブル
みんなで作ろう！林

はやし

光
ひかる

作曲
オペラ“森は生きている” 前売開始
県立水口東中学・高等学校
合唱部も共演

催し

■日時： 12月16日（土）14時開演

■場所： あいこうか市民ホール

■入場料： 前売一般　1,000円  

前売18歳以下　500円

※全自由席、３歳未満入場不可

■前売開始日： 10月14日（土）10時～

■前売所： あいこうか市民ホール、忍の里

プララ、あいの土山文化ホール、

アル・プラザ水口くらしのサー

ビスセンター、びわ湖ホール 

チケットセンター 他

　　　  あいこうか市民ホール（月曜休館）  

TEL 62-2626　  

FAX 62-2625

問合せ

申込み

関西フィルハーモニー
管弦楽団ニューイヤー
オペラガラコンサート 前売開始

催し

■日時： 平成30年１月21日（日）  

14時30分開演

■場所： あいこうか市民ホール

■出演： 指揮：藤
ふじ

岡
おか

幸
さち

夫
お

 

 　　　　声楽：中
なか

西
にし

惠
けい

子
こ

（ソプラノ） 

　　　　　　　藤
ふじ

原
わら

未
み

佳
か

子
こ

（ソプラノ） 

　　　　　　　二
に

塚
つか

直
なお

紀
き

（テノール） 

　　　　　　　下
しも

林
ばやし

一
かず

也
や

（バリトン）  

　　　　管弦楽： 関西フィルハーモニー

管弦楽団

■入場料： 一般 　Ａ席3,500円  

　Ｂ席3,000円

　　　　　青少年（25歳以下）  

　　　　　　　　Ａ席2,000円  

　　　　　　　　Ｂ席1,500円

※全席指定、未就学児入場不可

■前売開始日： 10月14日（土）10時～

■前売所： あいこうか市民ホール、アル・

プラザ水口くらしのサービスセ

ンター、ローソンチケット（Ｌ

コード 57577）、ほか

　　　  あいこうか市民ホール（月曜休館）  

TEL 62-2626　 FAX 62-2625

問合せ

申込み

５５歳以上の県内在住者 
対象遺跡入門講習

催し

■日時： 11月14日（火）～ 12月14日（木）  

10時～ 16時（土日を除く５日間）

■場所： 滋賀県埋蔵文化財センター他  

（大津市）

■内容： 遺跡発掘に興味を持ち就業への

第一歩となることを目的に県内遺

跡を見学します。

■定員： 30人（受講者選考面接あり）

■参加費： 無料  

（交通費、昼食代は自己負担）

■申込締切： 10月26日（木）

　　　  滋賀県シルバー人材センター連合会 
TEL 077-525-4128

問合せ

申込み

文化協会文化祭のご案内 催し

　さまざまな力作の展示や芸能発

表など、日頃の活動の成果が各

地域で発表されます。皆さんお誘

い合わせの上、ぜひご覧ください。

　　　  甲賀市文化協会連合会  

（事務局：文化スポーツ振興課 文化振興係 

あいこうか市民ホール内　月曜休館）  
TEL 62-2626　 FAX 62-2625

問合せ

名　称 開催日 会　場 内　容
水口町文化協会

2017年度文化祭

10月21日（土） あいこうか市民ホール 芸能発表

10月20日（金）、21日（土） あいこうか市民ホール　展示室 作品展示

第14回

あいの土山文化祭

11月12日（日） あいの土山文化ホール 芸能発表

11月11日（土）、12日（日）あいの土山文化ホール、森林文化ホール 作品展示

第62回

甲賀町文化祭

11月 5日（日） 甲賀農村環境改善センター 芸能発表

11月 4日（土）、 5日（日） 甲賀中央公園体育館 作品展示

第51回

甲南文化祭

11月12日（日）
忍の里プララ

芸能発表

11月 9日（木）～12日（日） 作品展示

第48回

信楽芸術祭

11月11日（土） 陶芸の森 産業展示館 信楽ホール 芸能発表

11月 3日（金・祝）～5日（日） 信楽開発センター 作品展示※

※信楽町内園児・児童・生徒の作品展示のみ

広報こうか ９月15日号 お詫びと訂正

　９月15日号に、次のとおり誤りがあ

りました。お詫びし訂正いたします。

・ ６ページの「子育て情報 家庭教育支援

事業」親子ふれあい絵本広場の対象欄

誤：未就園児　正：未就学児

住民票等のコンビニ・
多機能端末機での
交付サービスの停止

お知らせ

　戸籍システムメンテナンスのため、下

記の日程ですべてのコンビニ・多機能端

末機で戸籍および戸籍附票の証明書交付

サービスを停止します。  

　大変ご不便をおかけしますが、ご理解ご

協力をお願いします。  

＊ 証明書が必要な方はお早めに取得をお

願いします。

■日時：10月26日（木）13時～ 23時

　　　 市民課  

　　　 TEL 69-2138　 FAX 65-6338
問合せ



病院・施設お迎え　もしも・・・の時に

甲賀斎苑ご利用でのご葬儀

　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール

（株）水口福祉社 TEL62-3055

本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

平成29年10月1日 平成29年10月1日21 20No.295 No.295

　インターネットの普及により新しい詐欺や悪徳商法、多重債務、架空請

求などの消費者問題の相談に応じます。

■日時： 10月18日（水）13時30分～16時　■場所：土山地域市民センター

■対応者： 消費生活相談員　※申込不要

　　　 生活環境課 消費生活センター　TEL 69-2147　 FAX 63-4582問合せ

申込み

出張消費生活相談 相談

■日時： 10月12日（木）10時～15時

■場所： 甲賀病院　２階　講堂１

■申込方法： 下記まで電話予約必要

※（その他）社会保険労務士が相談に応じます

　　　 滋賀県社会保険労務士会  
　　　 TEL 077-526-3760

問合せ

申込み

障がい年金に関する無料相談会 相談

差押不動産公売のお知らせ お知らせ

■日時： 10月12日（木）９時30分～ 11時

■場所： 滋賀県大津合同庁舎７-Ｂ会議室  
（大津市松本１丁目２-1）

■内容： 物件　

売却区分１  

土地　 水口町春日字外輪、山林（現況宅
地）、197㎡、見積価額　86万円

売却区分２  

土地　 水口町北脇字竹花、宅地、175.2
㎡、見積価額　270万円

売却区分３　公売中止  

売却区分４  

土地　 水口町春日字外輪、宅地、358.95
㎡　建物　所在は土地と同じ　居
宅　木造スレート葺２階建、延べ
126㎡、見積価額　281万円

売却区分５  

土地　 甲賀町田堵野字上ノ垣外、山林 

92㎡・宅地　548㎡　建物　所
在は土地と同じ　居宅　木造瓦
葺２階建、延べ124.38㎡、見積
価額　376万円

売却区分６  

土地　 甲南町希望ケ丘本町五丁目、宅
地、226.33㎡　建物　所在は土
地と同じ　居宅　木造瓦葺平家
建、65.73㎡・倉庫（未登記）　木
造瓦葺平家建、14.9㎡、見積
価額　106万円

■売却決定・代金納付日／場所  

　10月19日（木）11時／市役所水口庁舎  
　税務課滞納債権対策室

※ 詳細は市ホームページをご覧ください。
公売日時までに中止する場合があります。

　　　 税務課 滞納債権対策室  
　　　 TEL 69-2131　 FAX 63-4574

問合せ

申込み

〜ともにいきる地域づくり事業〜
にほんごサポーター養成講座

募集

■日時： ①11月７日（火）19時30分～21時 
②11月12日（日）10時～15時  
③平成30年１月14日（日）  
　13時30分～16時  
④平成30年１月28日（日）  
　13時30分～16時  
⑤平成30年２月４日（日）  
　13時30分～15時30分  
⑥平成30年３月10日（土）  
　10時～12時

■場所： 自主活動センターきずな

■内容： ①「やさしい日本語」とは

 　　　　② 外国人の皆さんと一緒にまち
あるき＆おしゃべりカフェ

　　　　③④生活の漢字学習支援について

　　　　⑤いろいろな国の言葉を知ろう

　　　　⑥ 外国にルーツをもつ子どもの  
日本語学習支援について

■定員： 先着30人

■参加費： 甲賀市国際交流協会会員無料  
非会員　3,000円  
②のみ別途1,000円必要

■申込方法： 電話、ＦＡＸ、メールで下記まで

■申込締切： 10月31日（火）

　　　  甲賀市国際交流協会事務局  
TEL / FAX 63-8728  
Ｅメール mifa@mx.biwa.ne.jp

問合せ

申込み

■日時： 10月８日（日）９時30分受付開始  

（小雨決行）

■場所： 国道307号「庚申口」交差点から

約150ｍ甲南方面へ進んだ水田

■参加料： 一人300円  

（おにぎり・お茶付き）

■持ち物： 軍手・長靴・稲刈り鎌（ある方

のみ）

参加希望者は当日現地に集合してください。

※汚れてもよい服装でお越しください。

■主催： うしかい田んぼアート実行委員会

　　　観光企画推進課 観光振興係  

 　　   TEL 69-2190　 FAX 63-4087
問合せ

うしかい田んぼアート
の稲刈り体験
参加者募集

募集

信楽焼の製作技術に
関する情報を募集

募集

　市教育委員会では、今年度から３年間

かけて、信楽焼の製作技術に関する調査

を行います。  

　昔、製造に使用されていた道具の使用

方法や一年の生産サイクル、信楽焼に関

わる信仰、年中行事についても情報を募集

します。  

　信楽焼に関するお話をお聞かせいただけ

る方、古い道具をお持ちの方、また昔の信

楽の様子がわかる古写真をお持ちの方、ぜ

ひ下記までご連絡ください。

　　　  水口歴史民俗資料館  
TEL 62-7141　 FAX 63-4737

問合せ

▲ 成形（手ロクロ）

水口税務署から記帳説明会等のご案内 お知らせ

　記帳・帳簿等の保存制度の概要や記帳の仕方等を説明する「記帳説明会」、平成31

年10月から税率が引き上げられる消費税の「軽減税率制度」に関する説明会および「決算

説明会」を開催します。

■記帳説明会  

開催月日 時　間 場　所 講師

10月17日（火） 10時～11時30分
（全２回）

湖南市商工会（サンライフ甲西）
税理士

10月19日（木） 水口納税協会３階会議室（税務署の隣り）

■消費税の「軽減税率制度」に関する説明会  

開催月日 時　間 場　所 講師

10月17日（火） 11時40分～12時
（全２回）

湖南市商工会（サンライフ甲西）
税務署職員

10月19日（木） 水口納税協会３階会議室（税務署の隣り）

■決算説明会  

開催月日 時　間 場　所 講師

12月7日（木）
10時～12時
（全１回）

水口納税協会３階会議室（税務署の隣り） 税理士

※どなたでも参加できます。  

　ぜひお越しください。

　　　 水口税務署 個人課税部門  
　　　 ※自動音声によるご案内　TEL 62-0314

問合せ

■日時： 11月6日（月）・7日（火）  

９時30分～ 16時40分  

（６日は９時15分から）

■場所： 水口社会福祉センター福祉ホール

■対象： ・ 甲賀市介護予防・日常生活支援

総合事業基準緩和型サービス事

業所の従業者として働く予定の方

　　　　・ 介護現場で働きたいと思っている方

　　　　・ 介護に関心がある方　

　　　　※ 原則2日間受講可能な方に限

ります。

■定員： 先着30人

■参加費： 無料

介護サービス事業従事者育成研修受講者募集 募集

■申込方法： 所定の申込用紙に必要事項

を記入の上、下記までFAXま

たは郵送で（直接持参も可）

■申込用紙設置箇所  

　 旧支所である土山・甲賀大原・甲南第

一・信楽地域市民センターまたは長寿

福祉課（市ホームページからもダウン

ロード可）

■締切： 10月20日（金）  

（郵送の場合は当日必着）

　　　長寿福祉課 介護保険係  
　　　〒528-8502 水口町水口6053番地  
 　　   TEL 69-2165　 FAX 63-4085

問合せ

申込み

募集「発達に特徴を持つ子どもの理解と子育て」連続講座

P I C K U P

　落ち着きがない、忘れ物が多い、マイペースすぎる…など、子どもにはそれぞれ

に発達の特徴があります。子育てに悩む保護者の皆さん、子どもの発達の特徴を

知り、その子にあった育て方を一緒に学びましょう。

《低年齢児編》  

開催月日 時　間 内　容

第１回 10月25日（水）
９時30分

～
12時

「子どもの発達の特徴を知ろう」

第２回 11月 8日（水） 「子どもとの付き合い方」

第３回 11月22日（水） 「家庭での取組み」

 第４回 12月 6日（水） 「ふりかえりとまとめ」

■対象： ４・５歳児～小学３年生のお子さんの保護者

■定員： 先着30人

《思春期編》  

開催月日 時　間 内　容

第１回 10月27日（金）
９時30分

～
12時

「子どもの発達の特徴を知ろう」

第２回 11月10日（金） 「思春期の子どもとの付き合い方」

第３回 11月24日（金） 「子ども自身の自己理解と将来のこと」

 第４回 12月 8日（金） 「ふりかえりとまとめ」

■対象： 小学４年生～中学生のお子さんの保護者

■定員： 先着30人

■場所： 水口社会福祉センター　福祉ホール

■申込締切： 10月13日（金）

　詳細・申し込みは、下記までご連絡ください

　　　
 発達支援課　TEL 69-2178　 FAX 69-2298問合せ

申込み

甲賀広域勤労者互助会会員募集 募集

　甲賀市・湖南市の中小企業および団体で
働く勤労者の福利厚生の増進のため、安価
な負担でさまざまなサービスが利用できま
す。未加入の事業者はぜひご加入ください。

■入会金： 1,000円／人  
〈推進運動期間中10月1日～
12月27日〉は500円／人

■月会費： 600円／人

　　　 甲賀広域勤労者互助会 TEL 63-1809  
　　　 

問合せ

申込み
KOKOワーク 検索



※ご視聴にはあいコムこうか光テレビ11チャンネルの有料契約が必要となります。

あいコムこうか
光テレビ

【1日8回放送】10時・13時・15時30分・17時・18時30分・

20時30分・22時・23時30分

市政情報や地域の催しなどを放映しています。

ぜひご覧ください。

※番組は、毎週土・水曜日18時30分に更新しています。

　都合により番組内容を変更する場合があります。

　　　  広報課 TEL 69-2101 FAX  63-4619

行政情報番組「きらめきこうか」

小学生を対象にした学習情報番組を、

あいコムこうか11チャンネルで放送しています。

各学年・教科のポイントを、わかりやすく

10分ずつまとめています。ぜひご覧ください。

時間／ 17時30分〜 18時（30分）

 （再放送19時30分〜 20時）

　　　  学校教育課 TEL 86-8020  FAX  86-8380

学習情報番組

「とびだせ ! わくわく学習室」

Sports w
ith ever

yone
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10
28
（土）

参加費

無料

新
指
定
文
化
財
を
訪
ね
る

放送日 ９月25日～10月１日 10月２日～10月８日 10月９日～10月15日

①

10分

６年生・理科④

てこのはたらき

６年生・国語②

熟語の構成を考えよう！

１年生・こくご②

かんじのはじまり

②

10分

２年生・算数②

かけ算九九づくり

１年生・せいかつ②

あきとふれあおう

３年生・算数②

分数

③

10分

４年生・社会②

ゴミの処理と利用

５年生・理科①

台風と天気の変化

５年生・社会②

自動車の部品をつくる工場

９月30日〜 10月７日 10月７日〜 10月14日

とびだせ！

ワクワク放送室
水口中学校 甲南中部小学校

エンディング
水口東保育園

ひよこぐみ

水口西保育園

ほしぐみ

問合せ

問合せ

　

市
教
育
委
員
会
で
は
本
年
２
月
、
新

た
に
有
形
文
化
財
４
件
を
指
定
し
、
こ

れ
に
よ
り
市
指
定
文
化
財
の
総
数
は

１
４
７
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
ひ
と
つ
「
庚こ

う

申し
ん

山さ
ん

広こ
う

徳と
く

寺じ

三さ
ん

猿え
ん

石せ
き

造ぞ
う

道ど
う

標
ひ
ょ
う

」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
道
標
は
水
口
町
山や

ま

上が
み

の
庚
申
山

上
に
あ
る
天
台
宗
広
徳
寺
に
参
詣
者
を

誘
う
た
め
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
嘉か

永え
い

４
年
（
１
８
５
１
年
）
に
、
江
戸･

京
都･

大
坂
の
「
三さ

ん

都と

金か
な

物も
の

屋や

中
ち
ゅ
う

」
の
寄
進
で
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
花
こ
う
岩
製
、
総
高

５
６
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
日

本
最
大
級
の
道
標
で
、
正
面
に
「
日
本
真し

ん

鍮
ち
ゅ
う

祖
神 

山
上
庚
申
道
」
と
刻
む
ほ
か
、
上

部
に
「
見
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
・
聞
か
ざ

る
」
の
「
三
猿
」
の
像
を
い
た
だ
く
姿
は
ユ

ニ
ー
ク
で
、
お
そ
ら
く
皆
さ
ん
も
見
覚

え
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
「
三
猿
」
は
庚
申

信
仰
と
結
び
つ
く
も
の
で
す
が
、
同
寺

が
「
真
鍮
祖
神
」
と
し
て
業
界
の
信
仰
を

集
め
た
の
は
、
文ぶ

ん

禄ろ
く

二
年
（
１
５
９
３
年
）

山
麓
山
上
の
藤と

う

左ざ

衛え

門も
ん

が
、
広
徳
寺
で

真
鍮
の
製
法
を
感
得
し
、
京
都
で
製
造

に
成
功
し
た
と
伝
え
る
か
ら
で
す
。

　

現
在
は
国
道
３
０
７
号
の
庚
申
口
交

差
点
近
く
に
あ
り
ま
す
が
、
も
と
は
東

海
道
横よ

こ

田た

渡
わ
た
し

の
三
雲
側
に
建
て
ら
れ
、
杣そ

ま

街
道
へ
と
参
詣
者
を
招
く
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
今
月

下
旬
か
ら
こ
れ
ら
の
新
指
定
文
化
財
を

と
り
あ
げ
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

身
近
な
「
宝
物
」
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館 

 

秋
季
企
画
展

「
甲
賀
市
新
指
定
文
化
財
展
」

■
期
間
： 

10
月
21
日(

土)

～
12
月
17
日

（
日
）〔
月
・
火
、11
月
5
日(

日)

休
館
〕※
入
館
無
料

■
開
館
時
間
：
10
時
～
17
時

※ 

展
示
期
間
終
了
後
、
市
内
各
図
書
館
等

で
巡
回
パ
ネ
ル
展
を
開
催
予
定
。

　
　
　

 

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館 

 

　
　
　

 

TEL

６
６-

１
０
５
６　

 
 

　
　
　

 

FAX

６
６-

１
０
６
７

問合せ

▲ 庚申山道標

ふ
れ
あ
い
ゆ
る
ス
ポ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
場
所　

碧
水
ホ
ー
ル

●
内
容　

10
時
～
16
時

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験  

　

ス
タ
ー
ホ
ー
ル
、
デ
ィ
ス
コ

ン
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
キ
ャ
ッ
チ
ン

グ
・
ザ
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会 

 

　

２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩

行
運
動
を
補
助
し
、
良
い
姿
勢

で
歩
け
る
の
で
高
い
運
動
効
果

が
得
ら
れ
ま
す
。

ロ
コ
モ
測
定 

 

　

立
つ
・
歩
く
・
走
る
・
座
る
な

ど
、
日
常
生
活
に
必
要
な
身
体

の
移
動
に
か
か
る
機
能
の
測
定

　
　
　

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

　
　
　

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

 

　
　
　

 

TEL

８
６-

８
０
２
３ 

 

　
　
　

 

FAX

８
６-

８
３
８
０

問合せ

～
ふ
れ
あ
い
ゆ
る
ス
ポ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
催
～

▲ スターホール

２
０
１
７
健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
自
分
の
体
を
知
ろ
う
」

●
場
所　

 

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

●
内
容　

第
1
部
　 

13
時
～
14
時
30
分 

 

（
受
付
12
時
30
分
～
）

講
演
　 「
元
気
で
長
生
き
　 

 

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
」

講
師　

 

滋
賀
県
生
き
が
い
づ
く
り 

 

協
議
会 

理
事
長　

 
 

國く
に

松ま
つ

善よ
し

次つ
ぐ

氏

第
2
部
　
14
時
30
分
～
16
時

★ 

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
体
験
人
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
）

　
血
管
年
齢
測
定
、
体
脂
肪
測
定 

　
骨
密
度
測
定
、
血
圧
測
定 

　
指
ヨ
ガ
体
験
、
美
肌
チ
ェ
ッ
ク 

　
美
姿
勢

　
禁
煙
相
談
・
認
知
症
相
談 

な
ど

　
　
　

 

甲
賀
市
健
康
推
進 

 

　
　
　

 

連
絡
協
議
会
事
務
局 

 

　
　
　

 （
す
こ
や
か
支
援
課　

 
 

健
康
増
進
係
） 

 

TEL

６
９-

２
１
６
８ 

 

FAX

６
３-

４
０
８
５

問合せ
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●
用

   紙
：
環
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に
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●
イ

ン
キ

：
大
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油

イ
ン

キ
を

含
む

植
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油
イ

ン
キ

●
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   刷
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有
害
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廃
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を

排
出

し
な

い
水

な
し

印
刷
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Facebook

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　TEL.69-2138 FAX.65-6338

　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・

税関係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※ ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応できる内容については下記までお問い合わせください。

10月の延長窓口は
3日、10日、17日、24日、31日です。

業務時間／8時30分～17時15分

　　　　（窓口延長日を除く）

　　　 陶都・信楽まつり実行委員会（信楽焼振興協議会）

　　　 　 83-1755　　 83-1756
問合せ

TEL FAX

こうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリーこうかギャラリー10月１日号
市内の保育園・幼稚園・小中学校の児童や

生徒の作品を順次紹介していきます。

●総数　 91,363(-33)人

●男　　 45,430(-6)人

●女　　 45,933(-27)人

●世帯数 34,835(+11)世帯

※(　)内は前月比

甲賀市の人口の推移
H29.08.31現在

第64回 信楽陶器まつり

大即売会

　陶器はもちろん、甲賀の物産、食のコーナーなど楽しみがいっ
ぱい。会場限定のお得なお買い物チケットを販売します。

◉日時　10月７日（土）～９日（月・祝） ９時～17時（９日は16時まで）

◉会場　信楽地域市民センター周辺特設会場

YAKIMONO FESTA 2017 ー第85回信楽陶器総合展ー

こちらも見逃せない！

　つくり手が見ていただく方に伝えたい「想い」を込めた
製品・作品の展示です。

◉とき　10月７日（土）～ 11月5日（日）

◉会場　信楽産業展示館（県立陶芸の森内）

アクセス

ＪＲ草津線「貴生川」駅乗り換え　信楽高原鐵道「信楽」駅下車
高原鐵道に乗って、秋の信楽へお越しください。

※信楽小学校臨時駐車場と、即売会会場、県立陶芸の森間を
　運行する無料シャトルバスもあります。

１０月７日（土）～９日（月・祝）

「和 〈木目込み手鞠〉」
甲賀中学校　３年

長谷川 莉子さん

はせがわ りこ

「宇宙広場」信楽中学校　３年

林田 料子さん

はやしだ りょうこ

⬆

　「MyShoes」
甲南中学校　２年

岡本 好未さん

おかもと このみ

⬆

⬆


